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最
優
秀
賞

東
京
都
立
日
比
谷
高
等
学
校　

一
年

桐
生
　
莉
緒

語
り
継
ぐ
過
去
の
過
ち
惨
劇
を
兵
器
が
朽
ち
て
花
宿
る
ま
で

優
秀
賞

埼
玉
県
立
伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校　

二
年

滝
澤
　
昂
希

一
画
を
足
せ
ば
「
辛
」
さ
は
「
幸
」
せ
に
そ
う
だ
と
信
じ
て
踏
み
出
す
一
歩

福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校　

三
年

鶴
本
　
彩
花

私
の
名
忘
れ
た
祖
母
の
手
を
握
り
「
大
好
き
だ
よ
」
と
小
声
で
伝
え
る

佳

 

作

福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校　

三
年

黒
田
　
陽
嵩

幼
く
し
て
逝
き
た
る
兄
の
墓
参
り
合
掌
解
か
ぬ
母
の
暮
れ
ゆ
く

神
奈
川
・
聖
ヨ
ゼ
フ
学
園
高
等
学
校　

三
年

安
村
　
玲
美

人
々
は
四
角
の
画
面
見
続
け
て
人
間
ら
し
さ
捨
て
た
み
た
い
だ

大
分
県
立
爽
風
館
高
等
学
校　
　
　

岸
本
　
恵
美

人
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
あ
ふ
る
る
近
未
来
涙
腺
あ
れ
ば
多
分
人
間

群
馬
県
立
太
田
高
等
学
校　

一
年

髙
草
木
　
佑
弥

「
お
か
え
り
」
と
家
族
の
帰
り
を
永と

久わ

に
待
つ
割
れ
た
鏡
の
幼
き
手
形

千
葉
県
立
安
房
高
等
学
校　

二
年

保
田
　
千
奈

朝
７
時
掛
け
声
響
く
光
る
海
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
気
合
い
を
入
れ
る

短
歌
の
部
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入

選

千
葉
県
立
安
房
高
等
学
校　

二
年

黒
川
　
琴
音

人
々
は
つ
な
が
り
合
っ
て
生
き
て
い
る
結
び
合
わ
せ
た
星
座
の
よ
う
に

岡
山
県
立
岡
山
城
東
高
等
学
校　

二
年

土
屋
　
文
彦

帰
宅
し
て
母
の
部
屋
か
ら
聞
こ
え
て
る
ミ
シ
ン
の
音
に
心
や
す
ら
ぐ

東
京
・
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校 
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス　

二
年

唐
澤
　
智
行

忘
れ
な
い
忘
れ
ぬ
よ
う
に
く
り
返
し
原
爆
の
歌
今
年
も
歌
う

沖
縄
県
立
真
和
志
高
等
学
校　

一
年

廣
井
　
陽
一

校
舎
を
出
て
初
め
て
気
付
く
時
雨
に
は
僕
の
心
が
溶
け
て
い
た
ん
だ

大
阪
市
立
咲
く
や
こ
の
花
高
等
学
校　

三
年

駒
谷
　
遥
也

ラ
ム
ネ
瓶
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ビ
ー
玉
は
君
の
瞳
に
少
し
似
て
い
た

埼
玉
県
立
浦
和
第
一
女
子
高
等
学
校　

一
年

南
　
花
瑠
乃

代
替
品
な
ん
て
な
い
か
ら
そ
の
命
悔
い
の
な
い
よ
う
も
っ
と
輝
け

千
葉
県
立
安
房
高
等
学
校　

二
年

加
瀬
　
詩
織

家
の
中
思
わ
ぬ
所
に
そ
よ
風
が
涼
し
む
場
所
は
猫
に
教
わ
る

福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校　

三
年

辻
　
菜
々
子

祖
母
の
家
泊
ま
り
に
行
っ
た
お
正
月
布
団
の
厚
さ
は
愛
の
大
き
さ

埼
玉
県
立
上
尾
南
高
等
学
校　

三
年

千
味
　
祐
人

見
え
な
い
と
こ
で
汗
流
す
人
を
尊
敬
す
る
世
界
は
貴
方
ら
に
支
え
ら
れ
て
る

宮
城
・
常
盤
木
学
園
高
等
学
校　

一
年

高
橋
　
　
凜

震
災
後
七
年
ぶ
り
の
海
開
き
み
ん
な
の
笑
顔
は
平
和
の
象
徴
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歌
人　
　
　
　
　
　

田
中
　
章
義

　

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
か
ら
四
千
二
百
首
も
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
今
回
。
入
選
歌
以
外
に
も
注
目
し

た
作
品
が
多
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
初
め
て
短
歌
部
門

の
「
百
人
一
首
」
を
選
考
し
て
み
ま
し
た
。

　

紙
幅
の
許
す
限
り
、
何
首
か
を
紹
介
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
都
道
府
県
名
は
学
校
の
あ
る
住
所
で
の
紹

介
で
す
。

　
「
白
線
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
登
下
校
道
無
き
道
を
僕

は
行
き
た
い
」（
神
奈
川
・
松
長
諒
）、「
祖
母
の
手
が

立
て
る
線
香
ほ
っ
そ
り
と
さ
れ
ど
真
っ
直
ぐ
祖
父
と
向

き
合
う
」（
千
葉
・
池
谷
璃
穂
）、「
唯
一
と
い
う
字
を

み
ん
な
臨
書
す
る
午
後
の
冷
房
効
き
す
ぎ
て
い
る
」（
福

岡
・
雪
吉
千
春
）、「
一
日
が
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
始
ま
っ
た

恐
怖
で
目
覚
め
る
未
来
は
嫌
だ
」（
新
潟
・
眞
島
幸
音
）、

「
阿
波
っ
子
は
寝
て
も
冷
め
て
も
阿
波
踊
り
今
夜
も
く

り
だ
せ
紺
屋
町
」（
徳
島
・
船
越
麻
由
）、「
農
作
業
何

だ
か
暑
さ
を
忘
れ
そ
う
い
っ
し
ょ
に
笑
う
祖
父
が
い
る

か
ら
」（
福
岡
・
彌
𠮷
巧
須
）、「
夕
焼
け
に
染
ま
っ
た

空
に
空
襲
の
あ
っ
た
七
十
数
年
前
を
見
て
い
る
」（
埼

玉
・
斉
藤
紗
良
）、「
打
ち
上
が
る
花
火
の
色
は
変
わ
れ

ど
も
胸
に
咲
く
花
濃
く
な
る
ば
か
り
」（
埼
玉
・
北
村

啓
太
）、「
嘘
を
つ
け
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
空
白
は
誰
か
が

所
有
で
き
る
も
の
じ
ゃ
な
い
」（
大
阪
・
藤
井
琉
乃
）、

「
僕
の
恋
炭
酸
水
の
よ
う
な
恋
君
に
絶
対
振
ら
れ
た
く

な
い
」（
千
葉
・
大
谷
一
馬
）、「
静
の
中
勝
敗
決
め
る

一
音
や
青
春
捧
げ
る
競
技
か
る
た
」（
神
奈
川
・
桐
谷

七
彩
）、「
道
端
に
命
の
尽
き
し
法
師
蝉
夕
暮
れ
の
中
土

へ
と
還
す
」（
福
岡
・
高
松
麗
華
）、「
便
利
さ
を
求
め

広
が
るLIN

E

社
会
忘
れ
た
く
な
い
手
紙
の
ぬ
く
も
り
」

（
神
奈
川
・
福
井
春
菜
）、「
放
つ
矢
に
心
を
こ
め
て
的

を
射
る
真
夏
の
夜
の
遠
い
残
響
」（
埼
玉
・
石
川
幸
人
）、

「
母
よ
り
も
祖
母
の
言
葉
が
身
に
し
み
て
机
に
向
か
う

夏
の
始
ま
り
」（
宮
城
・
新
井
野
乃
佳
）、「
自
由
無
き

陳
列
棚
の
虫
籠
で
外
を
夢
見
る
甲
虫
か
な
」（
千
葉
・

畠
山
諒
）、「
不
意
に
鳴
る
ぜ
ん
ま
い
切
れ
た
古
時
計
ま

だ
動
け
る
と
伝
え
る
よ
う
に
」（
群
馬
・
藤
田
翔
流
）、

「
人
間
は
進
化
し
す
ぎ
た
ん
だ
よ
っ
て
発
展
途
上
な
僕

ら
が
語
る
」（
福
島
・
秀
島
由
里
子
）、「
晩
酌
の
父
の

隣
り
に
正
座
し
て
そ
っ
と
差
し
出
す
進
路
志
望
書
」（
茨

城
・
猪
瀬
美
夢
）、「
少
年
は
愚
か
で
あ
れ
よ
永
遠
の
二

月
を
走
る
夜
行
バ
ス
に
乗
れ
」（
神
奈
川
・
戸
塚
麗
）、

「
冬
の
夜
の
ベ
ン
チ
に
座
り
ぽ
つ
ぽ
つ
と
す
き
間
だ
ら

け
の
恋
の
告
白
」（
福
岡
・
黒
野
里
奈
）、「
笑
う
人
真

顔
の
人
に
怒
る
人
い
ろ
ん
な
人
に
出
会
う
レ
ジ
先
」（
神

奈
川
・
津
ノ
井
莉
奈
）な
ど
の
作
品
に
着
目
し
ま
し
た
。

　

学
校
単
位
で
の
応
募
で
は
福
岡
県
の
西
日
本
短
期
大

学
附
属
高
校
、
千
葉
県
立
安
房
高
校
の
生
徒
に
秀
歌
が

多
く
、
指
導
者
に
恵
ま
れ
た
生
徒
た
ち
は
と
て
も
幸
せ

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
慶
應
義
塾
志
木
高
校
、
神
奈

川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校
、
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高

校
な
ど
、
今
年
新
た
に
注
目
し
た
学
校
も
多
か
っ
た
で

す
。

　

願
わ
く
は
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
今
後
も
短
歌
を

つ
く
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
短
歌
の
魅
力
は

一
首
よ
り
十
首
、
十
首
よ
り
百
首
を
つ
く
っ
た
と
き
に

こ
そ
見
出
せ
る
も
の
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
っ

た
三
十
一
文
字
で
も
、
心
を
込
め
て
紡
い
だ
一
首
は
、

時
に
未
来
を
切
り
拓
く
鍵
と
な
り
得
る
も
の
で
す
。
他

の
誰
と
も
違
う
、
自
分
だ
か
ら
こ
そ
の
一
首
を
ぜ
ひ
と

も
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

短
歌
の
部
選
評

●
田
中
　
章
義
（
た
な
か
　
あ
き
よ
し
）

　
昭
和
四
十
五
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政

策
学
部
卒
業
。
大
学
一
年
生
の
と
き
第
36
回
角
川
短
歌
賞
を

受
賞
。
以
後
、「
地
球
版
・
奥
の
細
道
」
づ
く
り
を
め
ざ
し

世
界
を
旅
し
な
が
ら
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
紀
行
文
、
絵
本

な
ど
多
数
執
筆
。
世
界
で
詠
ん
だ
短
歌
が
英
訳
さ
れ
、
平
成

13
年
国
連
W
A
F
U
N
I
F
親
善
大
使
に
就
任
。
J
I
C
A

「
21
世
紀
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
考
え
る
会
」
検
討
委
員
、

国
連
環
境
計
画
・
地
球
環
境
平
和
財
団
「
地
球
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
委
員
長
、
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
ピ
ー
ス
サ

ミ
ッ
ト
平
和
大
使
な
ど
を
歴
任
。
短
歌
集
の
他
、
絵
本
や
人

物
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
著
述
も
あ
り
、
松
井
秀
喜
選
手

や
北
島
康
介
選
手
の
社
会
貢
献
活
動
を
紹
介
し
た
単
行
本
も

執
筆
。
B
E
G
I
N
な
ど
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
歌
詞
も
手
掛

け
て
い
る
。


